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大気圧非平衡プラズマはバイオ・医療分野において応用が行われてきており、特に医療分野への

応用においては、その低温・高活性の特徴を生かして、滅菌、殺菌、がん治療等で成果を上げてい

る。生体との直接・間接的なやりとりは液体を介した

物がほとんどであるため、プラズマと水を介した生体

分子、特に蛋白質を構成するアミノ酸との相互作用の

解明は非常に重要である。本研究では、気液界面に生

成したプラズマ照射によるプラズマ/液中生体分子相

互作用を調べるために、大気圧非平衡プラズマからの

反応活性種や荷電粒子が、気液界面を通して液体中に

溶解したアミノ酸に与える影響を調べた。 

気液界面で生成したプラズマと液体中の生体分子と

の相互作用を調べるために、マイクロホロータイプの

大気圧プラズマ源で生成した大気圧Heプラズマを、タ

ンパク質を構成するアミノ酸の一種である L-アラニン

の水溶液に照射し、液中の L-アラニンの分子構造の変

化を調べた。FTIR を用いて調べた結果、わずかではあ

るがピークの減少が見られた。Fig. 1に示すように CH3

ピークに対する COOH のピーク減少が顕著に見られ、

またの NH2はほとんど変化がなかった。酸化に起因し

た結合ピークが確認した。また、プラズマ照射した L-

アラニン溶液の溶液中の L-アラニンの分子構造を、

FTIR を用いて測定した結果、L-アラニンの分子構造の

変化を確認した。この結果は、気液界面プラズマで生

成された反応性ラジカルが、液中の L-アラニンに作用

することを示唆している。詳細は講演にて。 

謝辞：本研究はMEXT科研費 新学術領域研究「プラズマ医療科学の創成」24108003の助成を受けて行われた。 

Fig. 1. FTIR spectra of L-alanine in solution    
irradiated with and without plasma. 
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Fig. 2. Time-dependent intensity ratio of (INH2 

1150 / ICH3 1010), (ICOOH 1414 / ICH3 

1010) in FT-IR/ATR spectra.  
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